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２

　

今
定
例
会
の　

月
９
日
に
、
次
の

１２

決
議
書
を
上
程
し
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
可
決

し
た
決
議
書
は
、
越
谷
市
、
草
加
市
、

三
郷
市
、
吉
川
市
及
び
松
伏
町
に
送

付
し
ま
し
た
。

�
　

我
が
国
で
は
、
交
通
、
通
信
網
の

発
達
に
よ
り
、
日
常
生
活
圏
が
従
来

の
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
拡
大
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
格
的
な
地
方
分

権
の
時
代
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
少

子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国
際

化
等
が
進
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
的
確
に

対
応
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
都

市
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
広
域
的
・
一
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

埼
玉
県
東
南
部
に
位
置
す
る
、
草

加
市
、
越
谷
市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、

吉
川
市
及
び
松
伏
町
の
５
市
１
町
は
、

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
、
中
川
の
郷

の
設
置
、
最
近
で
は
、
公
共
施
設
予

約
案
内
シ
ス
テ
ム
の
広
域
稼
動
な
ど

様
々
な
事
業
に
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
き
て
お
り
、
地
域
の
一
体
感
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

や
東
埼
玉
道
路
が
開
通
し
、
計
画
さ

れ
て
い
る
地
下
鉄
８
号
線
の
実
現
も

図
ら
れ
て
い
く
と
、
こ
の
地
域
の
結

び
つ
き
は
よ
り
強
い
も
の
と
な
る
。

　

５
市
１
町
が
合
併
し
た
場
合
に
は
、

政
令
市
を
念
頭
に
置
く
大
都
市
が
誕

任
意
合
併
協
議
会
設
置

に
関
す
る
決
議

生
し
、
圏
域
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
る
様
々
な
可
能
性
が
広
が

り
、
全
国
的
な
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ

が
大
き
く
向
上
す
る
。
ま
た
、
さ
ら

に
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
、
新
た
な
発
展
性
に
富
ん

だ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開

で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　

５
市
１
町
に
お
け
る
現
在
の
人
口

が
、
合
計
で　

万
人
を
超
え
る
規
模

８５

で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
合
併
に

よ
り
埼
玉
県
内
で
２
番
目
の
政
令
市

実
現
を
目
指
し
、
大
き
く
飛
躍
す
る

契
機
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
合
併

に
対
す
る
議
論
を
深
め
て
い
く
た
め
、

早
急
に
５
市
１
町
に
よ
る
任
意
の
合

併
協
議
会
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成　

年　

月
９
日

１６

１２
埼
玉
県
八
潮
市
議
会

「
任
意
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る

決
議
」
に
つ
い
て
討
論
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
反
対
討
論　
　
　
　
　

　

こ
の
間
、
議
会
全
員
の
議
員
で
構

成
す
る
合
併
問
題
特
別
委
員
会
は
、

東
南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
で
の
５

市
１
町
の
調
査
研
究
の
報
告
書
が
ま

と
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
検
討
を
は

じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い

視
野
で
慎
重
に
議
論
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
結
論
を
急
ぐ

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
多
く
の
議
員

の
皆
さ
ん
が
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
し
て
、
現
議
員
の
任
期
は

来
年
９
月
で
す
。
こ
の
短
期
間
で
、

任
意
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
ど
こ

ま
で
、
市
民
に
責
任
を
果
た
せ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

決
議
を
あ
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
来

年
の
選
挙
に
お
い
て
、
は
っ
き
り
と

市
民
に
判
断
を
受
け
た
後
に
す
べ
き

で
す
。
今
は
、
連
絡
調
整
会
議
の
調

査
報
告
書
を
、
よ
り
議
論
を
積
み
重

ね
、
多
く
の
市
民
に
正
し
い
情
報
、

資
料
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

八
潮
の
ま
ち
づ
く
り
、
八
潮
の
将

来
は
議
会
の
み
で
方
向
付
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
が
決
め
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す
。
よ
っ

て
決
議
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　
賛
成
討
論　
　
　
　
　

　

ま
ず
、「
何
故
、今
、５
市
１
町
な

の
か
」。
そ
れ
は
、
埼
玉
県
東
南
部

地
域
の
合
併
問
題
は
、
５
市
１
町
の

枠
組
み
の
検
討
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

段
階
に
来
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、「
何
故
、
任
意
の
合
併
協

議
会
な
の
か
」。
政
令
市
の
検
討
に

は
、
膨
大
な
数
の
課
題
を
整
理
し
、

調
整
し
、
議
論
を
深
め
、
住
民
に
説

明
し
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
意
見

や
様
々
な
立
場
の
関
係
者
・
住
民
に

参
加
し
て
も
ら
う
必
要
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
任
意
の
合
併
協
議
会

と
い
う
、
柔
軟
性
と
寛
容
さ
を
備
え

た
組
織
、
ス
テ
ー
ジ
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
八
潮
市
は
、
５
市
１
町

政
令
市
実
現
の
た
め
の
役
割
を
担
わ

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
八
潮
市
が
４
市
１
町
そ
れ

ぞ
れ
と
深
く
て
長
い
結
び
つ
き
が
あ

り
、
地
理
的
に
も
５
市
１
町
の
南
の

中
央
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
、八
潮
市
議
会
と
議
員
は
、

こ
の
役
割
を
重
く
受
け
と
め
る
と
と

も
に
、
政
治
的
責
任
を
回
避
す
る
の

で
は
な
く
て
、
八
潮
市
と
八
潮
市
民

の
将
来
を
か
け
て
、
５
市
１
町
で
政

令
市
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
決
議

に
よ
り
宣
言
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
で
賛
成
討
論
を
終
了
い
た
し

ま
す
。　

■
２
０
０
５
年
度
予
算
及
び
学
童
保

育
事
業
に
関
す
る
要
望
書

　

八
潮
市
学
童
保
育
の
会

　

会
長　

末
永
峰
子

■
「
食
品
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

見
直
し
に
関
す
る
陳
情
書

　

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
２
―

１　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎

２
号
館

　

食
・
み
ど
り
・
水
と
環
境
を
守
る

埼
玉
県
民
会
議

　

議
長　

高
橋
正
平

　

意
見
書
の
概
要

　

定
例
会
の
最
終
日
の　

月　

日
に
、

１２

２０

次
の
議
員
提
出
議
案
を
上
程
し
、
提

案
理
由
の
説
明
、
質
疑
、
討
論
、
採

決
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
議
決
結

果
に
つ
い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

①
「
郵
政
事
業
経
営
形
態
に
関
す
る

意
見
書
」

②
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
」

③
「
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
施
策
を

進
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

④
「
消
費
者
保
護
法
等
の
整
備
を
求

め
る
意
見
書
」

⑤
「
大
規
模
災
害
の
対
策
と
早
期
復

旧
に
関
す
る
意
見
書
」

■
合
併
問
題
特
別
委
員
会
委
員
長
の

変
更

　

平
成　

年　

月　

日
、
合
併
問
題

１６

１２

２０

特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
長
が

辞
職
し
た
た
め
、
新
た
に
委
員
長
に

荻
野
清
晴
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

■
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
議
員

の
変
更

　

平
成　

年　

月　

日
に
、
東
埼
玉

１６

１２

１５

資
源
環
境
組
合
議
会
議
員
の
飯
山
恒

男
議
員
が
逝
去
し
た
た
め
、
新
た
に

西
俣
総
志
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

■
議
席
の
変
更

　

平
成　

年　

月　

日
付
け
で
、
初

１６

１２

２０

山
繁
雄
議
員
が　

番
議
席
か
ら
４
番

２５

議
席
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

討

論

議

会

人

事

情

陳

望

要

議場のようす
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飯山恒男議員逝去
　議長であった飯山恒男議員（八條２６３４番地）

が、平成１６年１２月１５日（水）午前２時５６分、く

も膜下出血のため急逝されました。（享年６５歳）

　故飯山恒男議員は、平成５年９月２８日初当選以

来、３期１１年にわたり、議長をはじめ、副議長、

文教水道常任委員会委員長、議会運営委員会委

員長などの要職を歴任され、市政の発展に大き

な功績を残されました。

　ここに、謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥

福をお祈りいたします。

決

議

書
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